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第５学年理科「ふりこのきまり」プログラング学習の参考資料 

 

本資料では『「ふりこのきまり」プログラミング学習にかかわる指導資料』のうち，プ

ログラミング学習の項目で紹介していない設定内容やプログラムの解説について説明し

ます。  

 

プログラムをつくるソフトウェアの起動 

新 し く プ ロ グ ラ ム を つ く る 場 合 の ソ フ ト ウ エ ア を 起 動 方 法 を 説 明 し ま す 。  

※ 指 導 資 料 で は ， 作 成 済 み の プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ル 「 ふ り こ プ ロ グ ラ ム １ 」 お

よ び「 ふ り こ プ ロ グ ラ ム ２ 」を 開 く こ と で ソ フ ト ウ エ ア を 起 動 し て い ま す 。 

 

（ １ ） Dr.シ ン プ ラ ー の ラ ン チ ャ ー メ ニ ュ ー の 「 セ ン サ ー で グ ラ フ 」 を ク リ ッ

ク す る 。  

 
 

 

 

 

（ ２ ） ス タ デ ィ ー ノ グ ラ フ は か せ の メ ニ ュ ー の ［ Studu ino 起 動 す る ］ を ク リ

ッ ク す る 。  

  

Dr.シンプラーのランチャーメニューを使用しない場合は，下記のファイルを直接起動する。  

【64BbitOSの場合】  
C:\Program Fi les (x86)\Drシンプラー  2016\Data\Templates\Fi le\スタディーノグラフはかせ . x ltm 
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（ ３ ） ［ ブ ロ ッ ク プ ロ グ ラ ミ ン グ 環 境 ］ を ク リ ッ ク し ［ ロ ボ ッ ト ］ を ク リ ッ

ク す る 。  

 
 

（ ４ ） プ ロ グ ラ ム を つ く る ソ フ ト ウ ェ ア の 画 面 が 開 く 。  
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センサーの設定 

セ ン サ ー を 使 っ た プ ロ グ ラ ミ ン グ を す る に は ， セ ン サ ー の 入 出 力 設 定 を 行 う

必 要 が あ り ま す 。  

※ 指 導 資 料 で 使 う 「 ふ り こ プ ロ グ ラ ム １ 」 お よ び 「 ふ り こ プ ロ グ ラ ム ２ 」 は

す で に セ ン サ ー の 入 出 力 設 定 が 行 わ れ て い ま す 。  

 

【センサーの設定方法】 

（ １ ） ［ 編 集 ］ を ク リ ッ ク し ［ 入 出 力 設 定 ］ を ク リ ッ ク す る 。  

 

（ ２ ） ［ チ ェ ッ ク を 全 て 外 す ］ を ク リ ッ ク す る 。  

 

（ ３ ） A0 に チ ェ ッ ク を 入 れ ， リ ス ト か ら 「 赤 外 線 フ ォ ト リ フ レ ク タ 」 を 選 ん

で ［ OK］ を ク リ ッ ク す る 。  

 

こ の 後 ， ［ 実 行 ］ の ［ テ ス ト モ ー ド 開 始 ］ を ク リ ッ ク し て プ ロ グ ラ ム を 動 か

す 。  
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タイマー命令の作成 

指 導 資 料 で は ， 時 間 を 計 る た め に ソ フ ト ウ エ ア に 付 属 し て い る タ イ マ ー を 使

い ま す 。 そ の た め タ イ マ ー に 関 す る 変 数 （ 入 れ 物 ） や 命 令 を 作 成 す る 必 要 が

あ り ま す 。  

※ 指 導 資 料 で 使 う 「 ふ り こ プ ロ グ ラ ム １ 」 お よ び 「 ふ り こ プ ロ グ ラ ム ２ 」 は

す で に タ イ マ ー の 命 令 を 作 成 し て あ り ま す 。  

 

【タイマー命令の作成方法】 

（ １ ） ［ 変 数 ］ を ク リ ッ ク し ［ リ ス ト を 作 る ］ を ク リ ッ ク す る 。  

 

（２）「Time」と入力し［OK］をクリックする。  

 

タ イ マ ー の 命 令 が 作 成 さ れ た 。  

 

  

スタディーノグラフはかせでグラフを作成する

場合，データ連携を行うため，タイマーのリス

ト名は「Time」にする。  
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「ふりこプログラム１」の解説 

 

【使用した命令】  

分類  命令  

  

 
 

  

 
 

  

  

  

  

  

 
 

  

  

タイマー時間を時間の入れ物に入れる  

赤外線センサーの値が「０」より大きいなら  

プログラムの実行開始時にタイマー時間を 0秒から始める  

１秒待つ間に，おもりがセンサーの前を１回

通っている  

これにより１回おき ,すなわち往復した時点

の時間を計ることができる  

時間の入れ物に入れたタイマー時間を

指定した場所に指定したファイル名で

保存する  

時間の入れ物を空にする（前回実行した３つの時間を消す） 

３
回
く
り
か
え
す 

スタディーノグラフはかせでグラフを作成する場合，データ連携を行うため，計った時間の保存場所と  

ファイル名は次のように設定する。（既定値）  

【※保存場所】  C:\ProgramData\Studuino_Data 

【ファイル名】  Time.txt  

※保存場所は，スタディーノグラフはかせの［設定］シートで指定した場所と同一にするとスタディーノグ

ラフはかせでデータを直接読み込むことができる。  

 



6 
 

「ふりこプログラム２」の解説 

 

【使用した命令】  

分類  命令  

  

 
 

  

 
 

 
 

  

  

  

  

  

 
 

  

 

自分でプログラムの実行終了を行うまでずっと続ける  

スタディーノグラフはかせでグラフを作成する場合，データ連携を行うため，計った時間の保存場所と  

ファイル名は次のように設定する。（既定値）  

【※保存場所】  C:\ProgramData\Studuino_Data 

【ファイル名】  Time.txt  

※保存場所は，スタディーノグラフはかせの［設定］シートで指定した場所と同一にするとスタディーノグ

ラフはかせでデータを直接読み込むことができる。  

 


